
（県連－様式５）

H29 H30 R1 R2

深刻化する人手不足は経営上の大きな問題であり、女性の活躍推進や両立支援の取組が、生産性向上や人手不足対策につながるといったメリット感を十分に浸透させる必要がある。

４．今後の対応方針（改善点）

人手不足について、関係機関とも連携し情報収集と研究を続けるとともに、一般事業主行動計画の更新時期を迎える企業や計画策定への興味や意欲がある企業への訪問を強化し認定
申請に向けた取組を推進する。

【取組評価】

〈コスト縮減に向けた具体的な取組内容または取り組んでいない理由〉

・国の時間外労働等改善助成金や県の男女イキイキ働きやすい職場づくり推進事業を活用することにより、効率的に実施することができた。
・訪問先企業のデータベース管理や月次報告等の大幅な見直しにより業務効率化を図った。

２．総合評価・理由   A（順調）３つの観点の評価結果が すべてa判定の場合   B（概ね順調）Ａ、Ｃ以外の場合   C（改善が必要）３つの観点の評価結果がｃ判定２つ以上の場合 Ａ

少子高齢化に伴い労働人口が減少する厳しい地域環境下にあっても、持続的な経営の発展を維持できる仕組みを構築していくことが今後必要であり、実態調査結果及び人手不足対策研
究会での検討を踏まえ、商工会ならではの人手不足対策案を整理することができた。

３．課題

【有効性の観点】　事業目標の達成状況                                          【取組評価】の有効性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

〈事業の目標は達成されているかどうか〉

・一般事業主行動計画策定等、推進員の企業訪問件数は目標を大きく上回り、計画策定に向けた普及推進が図られた。
・21商工会で、地域事業者の人手不足に関する実態を把握し、商工会ならではの人手不足対策案としてまとめることができた。

【効率性の観点】　コスト（金銭・時間・人材）縮減のための取組状況       【取組評価】の効率性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

【事業評価】

１．３つの観点からの評価

【必要性の観点】　現状の課題に照らした妥当性                               【取組評価】の必要性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

〈評価の理由〉

・人手不足は深刻さを増しており、地域や業種による特性を踏まえた対策を早急に講じていく必要がある。
・女性の活躍推進や家庭と仕事の両立支援を推進するため、企業訪問による制度の周知や計画づくりの支援など働く環境の整備が必要である。

達成度 - -達成度 - a a達成度 - a a

達成率 - -達成率 - 114% 123%

-

-達成率 - 116% 124%

-実績 - 1,395件 1,491件実績 - 98件 197件

目標 - -目標 - 86件 160件 120件 100件

実績 - -

- 6社 6社目標 - 1,200件 1,200件 1,200件 1,200件

年度 H29 H30 R1 R2 R3年度 H29 H30 R1 R2 R3年度 H29 H30 R1 R2 R3

指標名 一般事業主行動計画策定等件数 指標名 推進員の企業訪問件数 指標名 従業員意識調査

評価指標と実績　　　達成度：　a（達成率が100％以上）、b（100％未満80％以上）、ｃ（80％未満）

取組コード 111 取組コード 111 取組コード 114

Ａ114 a a a
人手不足等に関する実態調査結果、並びに人手不足対策研究会の意見をもとに、
経営状況を踏まえた商工会ならではの人手不足対策案を整理、まとめることがで
きた。

商工会ならではの人手不足対策の推進

111 a a a Ａ

Ａ

113 a a a Ａ

112 a a a

調査結果を踏まえて、課題を洗い出し、小規模事業者に特化した具体的な人手不
足支援策を協議した（3回開催）。

地域事業者の実態把握を目的に、従業員を有する4,900の小規模事業所を対象に
職員による聞き取り調査を実施、4,733事業所より回答を得ることができた（回答率
96.6％）。

推進員の企業訪問及び専門アドバイザー派遣を計画的に実施し、計画策定数が
175件（次世代法94件、女活法81件）、フォローアップが22件と計画を上回るペース
で事業を進めることができた。

あきた女性活躍・両立支援センター事業の推進

人手不足に伴う経営者の労働実態に関する調査

人手不足対策研究会の設置

４．昨年度の評価（対応方針）に対する対応

働きやすい職場環境づくりを推進するため、働き方や人手不足の実態把握・現状分析を行い、人手不足に対する取組を本格的に進める。

取組コード 必要性 有効性

３．これまでの評価結果 過年度 - A

効率性 総合評価実績取組

商工会支援部 担当課名 南部支援センター 担当課長名 高橋　勝 施策コード 7 施策名

あきた女性活躍・両立支援センターの開設を円滑に行うことができ、アドバイザー派遣などの事業が順調に推移し早期に目標を達成することができた。

関係機関との連携強化による課題解決力の向上

【事業内容】

１．事業実施当初の背景

少子高齢化を背景とした労働力人口の減少による人手不足は、商工会地域において特に顕著であり、小規模事業者の実態を踏まえた対策が喫緊の課題となっている。

２．事業のねらい

　国・県が推進する女性活躍と両立支援に係る相談をワンストップで行う「あきた女性活躍･両立支援センター」を県連合会に設置し、ワーク・ライフ・バランスの取組を推進するとともに、小
規模事業者の労働実態に則した人手不足対策を講ずることにより、事業者の経営力強化を図る。

担当部名

継続事業評価シート 評価実施日     令和2年3月23日　 令和元年度（3年目）

事業コード 48 事業名 労働力確保推進事業 戦略コード 1 戦略名 育て・挑戦を支える商工会


